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（1） 花 高 同 窓 会 会 報

吉
村 

ア
イ

（
一
九
期
）

　

今
年
は
、
三
年
ぶ
り
に
鹿
角
の

夏
祭
り
「
花
輪
ば
や
し
」
が
開
催

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
渦
で
休
ん
で

い
た
分
、
祭
り
の
会
場
に
は
若
い

家
族
と
若
者
が
繰
り
出
し
、
久
し

振
り
に
活
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た

と
は
い
え
な
い
の
で
、
年
配
の
方

は
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

鹿
角
市
は
今
年
、
市
制
施
行

五
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
が

予
定
通
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
喜
ば

し
く
思
う
。
花
輪
高
校
は
九
十
周

年
行
事
を
終
え
、
百
周
年
を
目
の

前
に
し
鹿
角
郡
市
三
校
統
合
と
な

る
が
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
が
統
合

校
と
共
に
次
世
代
に
受
け
継
が
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
花
輪
高
等
学
校
同
窓
会
長

関
　
　
厚
（
二
四
期
）

一
　�

本
校
の
歴

史
と
伝
統

　

花
輪
高
等
学

校
に
は
（
一
）

歴
史
：
本
校

は
大
正
十
五

年
（
一
九
二
六
）
に
設
立
さ
れ
「
誠
実　

友
和　

創
造　

英
気
」
を
校
訓
と
し
て

域
社
会
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
に
対
応

で
き
る
有
為
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し

卒
業
生
は
一
八
、六
〇
〇
余
名
を
数
え

ま
す
。（
二
）
鹿
角
：
北
東
北
の
中
心

鹿
角
は
岩
手
県
、
青
森
県
と
の
文
化
交

流
地
で
あ
り
大
湯
環
状
列
石
、
大
日
堂

舞
楽
、
花
輪
囃
子
、
毛
馬
内
盆
踊
な
ど

世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
歴
史
と
文
化
・

芸
術
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
も
世
界
的
な

風
光
明
媚
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。（
三
）

教
育
体
制
：
陸
上
・
ス
キ
ー
、
吹
奏
楽
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
研
究
な
ど
の
全
国

的
な
活
躍
は
、
全
国
を
代
表
す
る
先
生

の
指
導
と
、
そ
れ
に
応
え
た
花
高
生
の

活
躍
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
校
歌
作
詞
の
村
木
清
一
郎
先
生
は

万
葉
集
研
究
の
第
一
人
者
と
な
り
、
シ

ダ
レ
カ
ツ
ラ
の
瀬
川
宗
吉
先
生
は
海
藻

学
の
最
高
権
威
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
籠

屋
留
太
郎
先
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
研

究
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
て
も
花
高
の
歴
史
と
伝

統
が
引
き
継
が
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

二
　�

課
題
解
決
に
は
秋
田
県
、鹿
角
市
、

�

小
坂
町
と
の
連
携

　

統
合
校
に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見
が

同
窓
会
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
通

学
の
手
当
や
交
通
機
関
の
充
実
、
鹿
角

学
や
郷
土
芸
術
の
教
育
、外
国
語
研
修
、

工
業
研
修
棟
に
よ
る
科
学
的
教
育
の
充

実
、
学
生
寮
の
建
設
、
陸
上
競
技
、
ス

キ
ー
競
技
な
ど
青
森
、
岩
手
県
と
の
交

流
、
道
路
な
ど
の
整
備
、
売
店
・
食
堂

の
設
置
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
三
校
の
同
窓
会
な
ど
が
一

致
協
力
し
て
秋
田
県
教
育
委
員
会
に
お

願
い
し
つ
つ
、
鹿
角
市
や
小
坂
町
の
支

援
を
得
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
統

合
校
の
基
本
理
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

時
代
に
対
応
で
き
る
広
い
視
野
と
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ
参
画
し

よ
う
と
す
る
高
い
志
を
も
ち
、
多
様
な

人
々
と
協
働
し
て
未
来
を
切
り
拓
く
た

く
ま
し
い
人
間
の
育
成
」
に
同
窓
会
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
秋
田
県
立
花
輪
高
等
学
校
　

教
頭
　
今
川
　
浩
子

　

平
成
二
年
に

新
任
教
諭
と
し

て
採
用
さ
れ
た

時
以
来
二
度
目

の
赴
任
と
な
り

ま
す
。
啄
木
も

「
青
垣
山
を
め
ぐ
ら
せ
る
天
さ
か
る
鹿

角
の
国
」
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
風
光

明
媚
で
温
か
い
土
地
柄
と
昔
と
変
わ
ら

ぬ
生
徒
の
気
質
に
触
れ
、
嬉
し
く
思
う

と
同
時
に
深
い
縁
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。　

　

本
校
が
目
指
す
生
徒
像
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
る
「
花
高
生
」、
自
ら
考

え
、
判
断
し
、
行
動
す
る
「
花
高
生
」、

互
い
の
多
様
性
を
認
め
協
働
す
る
「
花

高
生
」
で
す
。
日
々
の
探
究
型
・
協
働

型
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
部
活

動
や
学
校
行
事
さ
ら
に
は
地
域
行
事
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
等
、「
文
武
両
道
」
を
目
標
に
掲
げ

な
が
ら
目
指
す
生
徒
像
を
具
現
化
す
る

べ
く
、
学
校
を
挙
げ
て
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
令
和
六
年
に
は
鹿
角
小
坂

地
区
の
三
校
が
統
合
し
、
新
た
な
学
校

が
誕
生
し
ま
す
。
地
域
及
び
県
内
外
か

ら
も
厚
い
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
生

徒
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
一
層
精

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
、
御
協
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
略
歴

　
　

横
手
市
出
身
。
秋
田
大
学
卒
業
。

　

新
任
挨
拶

秋
田
県
、
鹿
角
市
、

　

  

小
坂
町
と
連
携
し
て

OBOG現役生
合同コンサート

曲目

現在、OBOGのみで５６名参加希望です。Ob,Fg,
Euph,St.Bが不足気味です。スタッフとしての
お手伝いも大歓迎です。
参加希望の方は hanawahibiki@gmail.com
までご連絡ください。（現顧問高橋）

ガジベコフ
交響曲第２番、ハチャトゥリアン
交響曲第３番シンフォニーポエム 他

「響」奏者募集
令和5年10月22日（日）コモッセにて

総会開催のご案内
日時:令和5年5月19日㈮

18:00～総会・講演会／19:00～懇親会

金曜日開催としました。
その時期になりましたら、案内をホームページ等に
載せますので、お誘い合わせの上ご参加ください。

場所
申込

ホテル茅茹荘
学校事務室☎0186-23-2126 閉校式のお知らせ

令和5年10月21日㈯の
予定で進めています。
詳細は随時ホームページで
お知らせします。

速報!
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花
栄
会
幹
事
長

　
　
　
根
市
　
知
宏
（
二
五
期
）

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
第
六
波

か
ら
第
七
波
の

移
行
期
に
あ
っ

た
七
月
三
日

（
日
）、
第
二
十
六
回
花
栄
会
総
会
・
懇

親
会
が
学
士
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
一
昨
年
、
昨

年
と
二
回
に
わ
た
り
計
画
の
断
念
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
末
か
ら

役
員
会
で
慎
重
に
議
論
を
重
ね
て
、
今

回
四
年
ぶ
り
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
当
日
ま
で
猛
暑
日
が
続
き
、
マ
ス

ク
着
用
や
円
卓
人
数
制
限
な
ど
感
染
対

策
を
施
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
参
加

者
は
七
十
七
名
と
前
回
を
上
回
り
、
初

参
加
の
五
期
井
上
タ
マ
さ
ん
、
梅
原
好

子
さ
ん
、
金
子
レ
イ
子
さ
ん
か
ら
七
一

期
太
田
な
な
こ
さ
ん
ま
で
、
二
世
代
を

超
え
る
同
窓
生
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
石
井
政
光
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
学
校
長
の
佐
藤
真
之
先
生
よ

り
、
同
窓
生
の
関
心
事
で
あ
る
鹿
角
小

坂
地
区
統
合
校
に
向
け
た
取
組
や
計
画

が
紹
介
さ
れ
、
次
い
で
、
同
窓
会
副
会

長
の
小
田
修
さ
ん
か
ら
、
公
務
の
た
め

欠
席
と
な
っ
た
鹿
角
市
長
の
関
厚
会
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
や
今
後
の
同

窓
会
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
小
講
演
で
は
、
ス
キ
ー
部
監
督

の
大
森
敬
一
先
生
か
ら
、
輝
か
し
い
花

高
ス
キ
ー
部
の
歴
史
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
に
て
紹
介
が
あ
り
、
次
い
で
、
大
森

先
生
の
指
導
を
受
け
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
複
合
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
団
体
で

日
本
を
優
勝
に
導
い
た
秋
田
テ
レ
ビ

の
小
林
範
仁
さ
ん
（
五
三
期
）
か
ら
、

二
〇
〇
九
年
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

緊
迫
し
た
レ
ー
ス
な
ど
ユ
ー
モ
ア
交
え

た
動
画
紹
介
が
あ
り
、
大
き
な
感
動
と

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

関
西
支
部
長
の
坂
本
信
雄
さ
ん
の
乾

杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た
懇
親
会
で
は
、

太
田
な
な
こ
さ
ん
の
民
謡
が
披
露
さ

れ
、
民
謡
甲
子
園
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
、
皆
さ
ん
食
事

の
手
を
止
め
聴
き
入
り
ま
し
た
。
恩
師

と
し
て
初
め
て
花
栄
会
に
お
招
き
し
た

高
木
豊
平
先
生
・
英
子
先
生
か
ら
は
、

心
温
ま
る
ス
ピ
ー
チ
や
全
国
大
会
連
続

金
賞
獲
得
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
全
盛
期

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、

初
参
加
の
佐
藤
文
夫
さ
ん
の
絵
画
展
示

と
ス
ピ
ー
チ
、
田
辺
ヒ
サ
子
さ
ん
、
安

保
朗
さ
ん
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
宴
も
た
け
な
わ
と
な

り
、
さ
い
た
ま
市
消
防
音
楽
隊
楽
長
の

阿
部
和
博
さ
ん
の
指
揮
に
よ
り
、
副
幹

事
長
の
高
杉
正
さ
ん
率
い
る
鹿
角
ブ
ラ

ス
‼
の
平
成
卒
メ
ン
バ
ー
八
名
に
よ
る

若
々
し
い
楽
曲
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
最

後
に
、
花
輪
高
等
女
学
校
校
歌
「
愛
の

花
輪
」及
び
花
輪
高
校
校
歌
を
斉
唱
し
、

全
員
で
の
記
念
撮
影
の
の
ち
、
三
時

間
半
に
わ
た

る
総
会
・
懇

親
会
が
名
残

惜
し
く
も
幕

を
閉
じ
ま
し

た
。

　

三
校
統
合

を
一
年
半
先

に
控
え
、
二

年
に
一
回
開

催
し
て
き
た

東
京
支
部
と

し
て
の
花
栄

会
総
会
・
懇
親
会
は
、
今
回
を
も
っ
て

最
後
と
な
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
会
を
継
続
で
き
る
か
、
役
員
一
同
、

知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部
　
淳
（
七
期
）

　

新
型
コ
ロ
ナ

は
今
な
お
く
す

ぶ
り
続
け
て
お

り
ま
す
が
、
先

ず
は
第
二
十
六

回
花
栄
会
総
会

が
二
〇
一
八
年
以
来
と
な
る
開
催
が
実

現
で
き
て
、大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

母
校
の
統
合
問
題
で
揺
れ
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
振
り
回
さ
れ
て
、
集
会
の
制
限

や
移
動
の
自
粛
な
ど
、
困
難
の
重
な
る

中
で
の
開
催
に
は
、
大
変
ご
苦
労
を
さ

れ
て
き
た
役
員
の
皆
様
方
に
は
、
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
会
は
、
今
後

支
部
で
は
な
く
、
独
立
し
た
創
立
時
の

鹿
栄
会
の
姿
に
戻
っ
て
、
今
の
よ
う
に

集
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

長
く
続
い
た
私
ど
も
の
「
七
期
会
」

は
、
初
期
よ
り
田
村
裕
子
さ
ん
、
宝
田

さ
ん
、
そ
し
て
籠
屋
さ
ん
と
、
学
年
幹

事
と
し
て
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
会
の

方
は
、
二
〇
一
四
年
に
八
十
代
を
前
に

幕
を
下
ろ
し
、現
在
は
「
ミ
ニ
七
期
会
」

と
し
て
十
名
前
後
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
今
回
、
そ
の
う

ち
九
名
が
参
加
を
表
明
う
ち
八
名
の
参

加
と
な
り
、
実
に
二
年
半
ぶ
り
の
対
面

と
な
り
、
花
栄
会
の
お
か
げ
と
と
て
も

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

四
年
前
、
籠
屋
さ
ん
と
私
二
名
だ
け

で
参
加
し
、
先
輩
の
姿
も
見
え
ず
寂
し

い
思
い
を
し
た
の
で
す
が
、
今
回
は
五

期
の
方
三
名
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
余
り

に
か
く
し
ゃ
く
と
し
た
ご
様
子
に
驚
き

と
嬉
し
さ
の
念
を
隠
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
後
日
、
記
念
写
真
が
届

き
、
友
に
送
る
つ
も
り
で
拡
大
コ
ピ
ー

し
て
よ
く
見
た
と
こ
ろ
、
一
九
四
五
年

当
時
ま
で
生
ま
れ
育
っ
た
尾
去
沢
時
代

の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
、
高
校
二
、三

年
同
級
生
の
友
と
、
顔
立
ち
が
似
て
い

る
方
に
気
づ
き
、
同
行
し
た
尾
去
沢
の

人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
彼
の
お
姉
さ
ま

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
な
ぜ

か
、
七
十
七
年
も
前
な
の
に
そ
の
頃
の

記
憶
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
卒

業
し
て
上
京
後
、
彼
と
は
会
う
こ
と
は

な
く
、
七
期
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
残

念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

目
前
に
迫
っ
た
三
校
統
合
に
よ
る
新

校
の
誕
生
に
は
祝
福
し
ま
す
が
、
母
校

の
名
が
消
え
る
の
も
非
常
に
淋
し
い
こ

と
で
す
。
せ
め
て
、
花
栄
会
と
い
う
心

の
拠
り
所
の
長
く
世
に
残
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

（�

自
己
紹
介
：
人
呼
ん
で
早
く
死
ね
な

い
終
身
幹
事
役
。
尾
去
沢
で
生
ま
れ

育
っ
て
九
年
、
八
幡
平
の
曙
で
六
年

育
ち
、
花
輪
で
三
年
を
過
ご
す
）

大
野
　
勇
志
（
一
五
期
）

　
「
花
栄
会
」

に
最
初
に
顔
を

出
し
た
の
は
、

卒
業
し
て
二
十

年
い
や
三
十
年

後
で
あ
っ
た

か
。懐
か
し
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら「
や

あ
、
久
し
ぶ
り
！
」
と
迎
え
ら
れ
た
こ

と
は
憶
え
て
い
る
。
高
二
、
高
三
と
担

任
だ
っ
た
鈴
木
正
一
郎
先
生
に
会
え
た

の
は
何
度
目
の
時
だ
っ
た
か
。
迷
惑
の

か
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
苦
い
思
い
出
と

と
も
に
恩
師
へ
の
懐
か
し
さ
に
胸
が
震

え
た
。
数
学
の
谷
内
成
治
先
生
に
も
再

会
で
き
た
。
マ
ラ
ソ
ン
や
ス
キ
ー
、
ブ

ラ
バ
ン
と
各
界
で
活
躍
す
る
同
窓
生
と

の
出
会
い
も
あ
っ
た
。

　

思
い
出
の
中
の
花
輪
高
校
は
木
造
校

舎
で
米
代
川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
。
正

門
脇
の
シ
ダ
レ
カ
ツ
ラ
と
満
開
に
咲
き

誇
る
桜
花
に
迎
え
ら
れ
た
入
学
式
。
降

り
頻
る
雪
の
中
の
卒
業
式
ま
で
の
三
年

間
通
っ
た
学
舎
は
今
で
も
鮮
や
か
に
眼

に
浮
か
ぶ
。
あ
の
青
春
の
日
々
は
た
だ

た
だ
楽
し
か
っ
た
。

　

七
十
八
歳
に
な
っ
た
。
卒
業
し
て
半

世
紀
を
超
え
た
今
年
二
十
六
回
目
の
同

窓
会
で
母
校
が
小
坂
、
十
和
田
両
校
と

統
合
、
二
年
後
の
二
〇
二
四
年
に
は
新

た
な
学
園
の
一
期
生
が
入
学
す
る
と
報

告
さ
れ
た
。
人
口
減
少
と
い
う
激
変
が

母
校
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
に
言
葉
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

世
は
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
・
干
ば

つ
な
ど
地
球
規
模
の
災
害
、
世
界
を
二

分
す
る
政
治
・
経
済
は
混
沌
の
極
み
に

あ
る
。
か
つ
て
な
い
激
動
の
時
代
に
船

出
す
る
学
園
は
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て

い
く
の
か
。

　

近
年
、
花
輪
盆
地
は
り
ん
ご
に
加
え

「
北
限
の
桃
」
な
ど
果
樹
の
名
産
地
と

し
て
名
を
上
げ
て
き
て
い
る
。
ま
た
史

跡
尾
去
沢
鉱
山
は
銅
や
金
の
採
掘
で
長

い
歴
史
を
持
ち
、
特
に
日
本
の
近
代
化

や
戦
後
復
興
を
支
え
て
き
た
鉱
業
の
地

で
も
あ
る
。
新
し
い
学
園
は
工
学
系
も

含
め
専
門
性
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な

ど
統
合
効
果
が
図
ら
れ
る
と
い
う
。
そ

こ
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
を
身
に
つ
け
、
鹿
角
の
新
し
い
時

代
を
切
り
拓
い
て
い
く
情
報
発
信
の
主

役
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　

老
い
先
を
考
え
る
年
齢
に
な
り
卒
業

写
真
を
見
る
こ
と
が
増
え
た
。
花
栄
会

は
老
い
を
忘
れ
さ
せ
、
青
春
を
呼
び
戻

し
て
く
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
新
し
い

学
舎
と
と
も
に
生
ま
れ
る
同
窓
会
は
ど

の
よ
う
な
場
に
な
る
の
か
、
楽
し
み
で

あ
る
。

4
年
ぶ
り
の
再
会
と
出
会
い
に
感
謝
！

新
校
誕
生
前
夜
の
花
栄
会
に
参
加
し
て

半
世
紀
を
超
え
た
卒
業
生
の
思
う
こ
と

第
26
回
花
栄
会
総
会
・

　
　
　
　
　  

懇
親
会

支
部
だ
よ
り
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佐
藤
　
栄
一
（
二
五
期)

　

六
月
半
ば
、

同
期
で
花
栄
会

幹
事
長
の
根
市

さ
ん
か
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
で
四
年

ぶ
り
の
開
催
、

し
か
も
統
合
の
た
め
最
後
と
な
る
花
栄

会
総
会
で
役
員
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ
ま

し
た
。

　

役
員
は
同
期
が
三
人
も
い
て
、
総
会

前
の
役
員
会
で
は
居
並
ぶ
大
先
輩
方
や

若
い
メ
ン
バ
ー
等
と
様
々
な
打
合
せ
を

す
る
姿
に
、
裏
方
の
苦
労
に
頭
が
下
が

り
ま
し
た
。
と
と
も
に
自
分
た
ち
の
時

代
か
ら
、
若
い
世
代
に
引
き
継
ぎ
つ
つ

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

迎
え
た
総
会
当
日
は
盛
会
で
、
大
し

た
手
伝
い
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
来
賓

も
含
め
て
約
八
十
人
も
の
方
が
参
集

し
、
皆
さ
ん
の
母
校
を
思
う
気
持
ち
の

強
さ
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

顔
見
知
り
の
方
は
殆
ど
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
後
輩
た

ち
の
演
奏
も
聴
け
て
、
私
が
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
大
先
輩
の
相
馬
清
美
さ
ん
に

も
会
え
、
そ
れ
だ
け
で
も
本
当
に
懐
か

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小

林
さ
ん
・
恩
師
の
大
森
先
生
の
講
演
も

素
晴
ら
し
く
て
、
改
め
て
花
輪
高
校
の

伝
統
や
歴
史
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
の
翌
年
、
姉
と
私
を
女
手

一
つ
で
育
て
て
く
れ
た
母
を
東
京
に
呼

び
寄
せ
た
の
で
、
鹿
角
は
遠
い
存
在
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
花
栄
会
で
は
鹿

角
に
帰
っ
た
か
の
よ
う
な
温
か
み
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
に
女
学
校
と
高
校
の

校
歌
を
歌
う
段
で
は
、
青
垣
山

が
目
前
に
迫
り
、
女
学
校
卒
業

生
だ
っ
た
母
が
歌
う
姿
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
皆
と
一
緒
に

歌
う
の
は
こ
れ
が
最
後
か
も
し

れ
な
い
と
、
感
慨
が
込
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　

八
月
末
、
一
〇
一
歳
で
大
往

生
さ
れ
た
大
恩
人
の
逝
去
の
報

を
受
け
て
、
葬
儀
に
花
輪
へ
と

ん
ぼ
返
り
で
帰
っ
た
際
、
ど
こ

に
も
寄
る
時
間
は
取
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
通
夜
の
後
、
受
付

を
し
て
い
た
同
級
生
が
時
間
を

割
い
て
話
し
相
手
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
花
栄
会
で
歌
っ
て
く

れ
た
、
民
謡
日
本
一
の
お
嬢
さ

ん
の
父
君
で
す
。
故
郷
の
温
か

さ
を
ま
た
実
感
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
鹿
角
を
後
に
す
る
時
、

青
垣
山
が
微
笑
ん
で
見
送
っ
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
心
が
満
た

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
秋
田
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

　
鹿
角
小
坂
地
区
統
合
校
開
設
準
備
室

副
主
幹
　
岸
　
弘
昭

　

令
和
六
年
四

月
開
校
予
定
の

鹿
角
小
坂
地
区

統
合
校（
仮
称
）

の
一
期
生
と
な

る
生
徒
た
ち

が
、
今
年
度
、
花
輪
、
十
和
田
、
小
坂

の
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
に
入
学
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
鹿
角
小
坂
地

区
統
合
校
（
仮
称
）
開
設
準
備
室
が
花

輪
高
校
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
本
準
備
室
が
中
心
と
な
っ
て
、
施

設
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
と
校
名
な
ど
の
ソ

フ
ト
面
の
整
備
・
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概
略
を

花
輪
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て

　

施
設
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
四

月
の
使
用
開
始
に
向
け
て
、
次
の
と
お

り
工
事
に
着
工
し
て
い
き
ま
す
。

「
施
設
等
の
新
築
・
改
修
予
定
一
覧
」

　

十
月
末
現
在
、
花
輪
高
校
の
敷
地
内

に
実
習
棟
・
講
堂
・
仮
設
校
舎
を
、
花

輪
高
校
の
校
舎
脇
（
新
た
に
取
得
し
た

用
地
）
に
多
目
的
屋
内
運
動
場
を
建
築

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
外
観
の
様
相

に
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
築
中
の
施
設
の
主
な
用
途

は
次
の
と
お
り
で
す
。

ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て

「
校
名
に
つ
い
て
」

　

統
合
校
の
校
名
の
募
集
が
九
月
三
十

日
で
終
了
し
ま
し
た
。
県
内
外
の

八
八
八
人
か
ら
一
○
三
一
件
、
五
七
四

案
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
公
募
受
付

け
終
了
後
は
、
三
校
の
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

学
校
関
係
諸
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
校

名
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
職
員
か
ら
の
意
見
聴
取
を

行
う
な
ど
し
な
が
ら
、
校
名
の
「
選
考

方
針
」
と
「
校
名
を
選
考
す
る
際
に
考

慮
す
べ
き
事
項
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

現
在
は
、「
選
考
方
針
」
に
基
づ
き
、

い
た
だ
い
た
御
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
教
育
庁
内
で
選
考
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
令
和
四
年

十
二
月
の
上
旬
に
、
報
道
を
通
し
て
、

「
校
名
（
案
）」
の
五
候
補
を
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、最
終
的
な
「
校
名
（
案
）」
は
、

令
和
五
年
二
月
上
旬
に
公
表
し
、
同
年

六
月
の
秋
田
県
議
会
で
正
式
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

「
校
章
・
校
歌
に
つ
い
て
」

　

決
定
方
法
等
に
つ
い
て
、
三
校
の
生
徒

代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
、
学
校
関
係

諸
団
体
の
代
表
者
等
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し
、
令
和
五
年
十
二
月
頃

ま
で
に
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿
角
小
坂
地
区
統
合
校（
仮
称
）の
様
子

　

施
設
等
の
新
築
・
改
修
の
進
捗
状
況

や
三
校
の
様
子
等
に
つ
い
て
、
随
時
、

鹿
角
小
坂
地
区
統
合
校（
仮
称
）の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.hanaw

a-h.akita-pref.
ed.jp/65/tougou-index.htm

l

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

最
後
の
花
栄
会
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
て

建�

物�

名�

称

整
備
内
容

着
工
年
度
・
完
了
年
度

実
習
棟
・
講
堂

新　

築

令
和
四
年
度
・
令
和
五
年
度

管

理

棟

改　

修

令
和
四
年
度
・
令
和
五
年
度

教

室

棟

改　

修

令
和
四
年
度
・
令
和
五
年
度

体

育

館

棟

改　

修

令
和
五
年
度
・
令
和
五
年
度

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

改　

修

令
和
六
年
度
・
令
和
六
年
度

多
目
的
屋
内
運
動
場

新　

築

令
和
四
年
度
・
令
和
五
年
度

外
構
整
備
等

改　

修

令
和
六
年
度
・
令
和
六
年
度

鹿
角
小
坂
地
区
統
合
校
（
仮
称
）

開
校
に
向
け
た
取
組
状
況
に

つ
い
て

施
設
名
称

主　

な　

用　

途

実

習

棟
産
業
工
学
科
や
普
通
科
の
未
来

創
造
コ
ー
ス
に
お
け
る
、
選
択

科
目
等
の
授
業
で
使
用

講

堂
社
会
人
講
師
等
に
よ
る
講
演
会

や
学
年
集
会
等
で
使
用

多

目

的

屋
内
運
動
場
体
育
や
産
業
工
学
科
の
実
習
、

冬
期
間
や
雨
天
時
に
お
け
る
部

活
動
等
で
使
用

校舎のイメージ図

実習棟・講堂
建設の様子▶

◀�多目的屋内運動
場建設の様子
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収入の部 単位：円

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

本年度決算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ｂ ) － ( Ａ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会  費 1,451,520 1,595,801 144,281 1,463,960
      (1) 会費 900,000 1,048,601 148,601 同窓生会費 929,900
      (2) 入会費 551,520 547,200 △ 4,320 @1,440 円× 380 人 534,060
２．繰越金 585,669 585,669 0 前年度より 521,442

３．繰入金 0 0 0 0
４．諸収入 811 3,785 2,974 預金利息等 5

合　　　　　　計 2,038,000 2,185,255 147,255 1,985,407
支出の部

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

本年度決算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ｂ ) － ( Ａ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会議費 50,000 27,500 △ 22,500 総会会場費 0
２．会務費 780,000 481,677 △ 298,323 488,184
      (1) 旅費 140,000 △ 140,000 0
      (2) 消耗品費 10,000 △ 10,000 220
      (3) 通信費 550,000 419,040 △ 130,960 同窓会報発送費等郵送料 419,841
      (4) 振込手数料 80,000 62,637 △ 17,363 会費振込手数料 68,123
３．事業費 461,000 393,882 △ 67,118 398,684
      (1) 印刷費 360,000 321,644 △ 38,356 会費振込用紙、会報（２回） 327,127
      (2) 記念品費 60,000 46,079 △ 13,921 卒業記念品（印鑑ケース） 49,064
      (3) 広告費 20,000 5,499 △ 14,501 高校野球応援広告 1,833
      (4) 広報費 21,000 20,660 △ 340 ホームページ充実謝礼 20,660
４．渉外費 30,000 0 △ 30,000 0
      (1) 渉外費 10,000 0 △ 10,000 0
      (2) 慶弔費 20,000 0 △ 20,000 0
５．助成費 600,000 500,000 △ 100,000 500,000
      (1) 部活動助成費 350,000 350,000 0 インターハイ等激励金、部活後援会助成 350,000
      (2) 進路指導助成費 150,000 150,000 0 ＰＴＡ進路指導助成 150,000
      (3) 支部助成費 100,000 0 △ 100,000 0
６．備品費 14,000 12,870 △ 1,130 卒業アルバム代 12,870
７．積立金 0 0 0 0
８．雑  費 2,000 1,650 △ 350 新聞記事著作権申請費 0
９．予備費 101,000 0 △ 101,000 0
合　　　　　　計 2,038,000 1,417,579 △ 620,421 1,399,738

収  入  総  額 2,185,255 定期預金（H27 積立分） 400,228
支  出  総  額 1,417,579 定期預金（H28 積立分） 300,110
差  引  残  額 767,676 定期預金（H29 積立分） 200,055

定期預金（H30 積立分） 200,038

収入の部 単位：円

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

前年度予算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ａ ) － ( Ｂ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会  費 1,277,280 1,451,520 △ 174,240 1,595,801
      (1) 会費 900,000 900,000 0 同窓生会費 1,048,601
      (2) 入会費 377,280 551,520 △ 174,240 @1,440 円× 262 人 ( 高 2,3 年生 )　 547,200
２．繰越金 767,676 585,669 182,007 585,669
３．繰入金 0 0 0 0
４．諸収入 44 811 △ 767 預金利息等 3,785

合　　　　　　計 2,045,000 2,038,000 7,000 2,185,255
支出の部

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

前年度予算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ａ ) － ( Ｂ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会議費 50,000 50,000 0 総会費用他 27,500
２．会務費 780,000 780,000 0 481,677
      (1) 旅費 140,000 140,000 0 支部総会出席旅費
      (2) 消耗品費 10,000 10,000 0 事務用品等
      (3) 通信費 550,000 550,000 0 同窓会会報発送費等郵送料 419,040
      (4) 振込手数料 80,000 80,000 0 会費振込手数料 62,637
３．事業費 461,000 461,000 0 393,882
      (1) 印刷費 360,000 360,000 0 会費振込用紙、会報（２回） 321,644
      (2) 記念品費 60,000 60,000 0 卒業記念品（印鑑ケース） 46,079
      (3) 広告費 20,000 20,000 0 高校野球応援広告他 5,499
      (4) 広報費 21,000 21,000 0 ホームページ充実費用 20,660
４．渉外費 30,000 30,000 0 0
      (1) 渉外費 10,000 10,000 0 渉外活動費 0
      (2) 慶弔費 20,000 20,000 0 0
５．助成費 600,000 600,000 0 500,000
      (1) 部活動助成費 350,000 350,000 0 インターハイ激励金、部活後援会助成 350,000
      (2) 進路指導助成費 150,000 150,000 0 ＰＴＡ進路指導助成 150,000
      (3) 支部助成費 100,000 100,000 0 各支部助成 0
６．備品費 14,000 14,000 0 卒業アルバム 12,870
７．積立金 0 0 0 0
８．繰出金 0 0 0 1,650
９．雑  費 2,000 2,000 0 0
10．予備費 108,000 101,000 7,000 0
合　　　　　　計 2,045,000 2,038,000 7,000 1,417,579

収  入  総  額 2,045,000 定期預金（H27 積立分） 400,228
支  出  総  額 2,045,000 定期預金（H28 積立分） 300,110
差  引  残  額 0 定期預金（H29 積立分） 200,055

定期預金（H30 積立分） 200,038

◎令和３年度　同窓会決算書 令和４年度　同窓会予算書
花
輪
高
校
同
窓
会  

令
和
三
年
度
決
算
書
、令
和
四
年
度
予
算
書

佐
藤
　
孝
（
四
二
期
）

　

令
和
四
年
八

月
、
花
輪
の
町

に
祭
り
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
と
全
て

同
じ
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ほ
ぼ
今
ま
で
の
祭
り
と
同
じ
形

で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
祭

典
に
関
わ
る
全
て
の
人
達
の
協
力
と
努

力
の
賜
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
止
の
二
年
間
、
様
々
な
変
化

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
感
染
症
拡
大

と
い
う
波
は
鹿
角
地
域
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
、
大
小
問
わ
ず
、
地
元
の
伝
統
行

事
は
全
て
中
止
・
縮
小
と
な
り
ま
し
た
。

行
事
の
中
止
は
「
何
も
行
事
が
無
い
と

楽
で
良
い
」「
興
味
・
関
心
が
薄
れ
る
」

…
心
の
変
化
を
懸
念
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
危
機
感
を
覚
え
る
中
、
祭
典
の
開
催

可
否
を
決
定
す
る
代
表
の
方
々
は
特
に

難
儀
し
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
二
年

間
の
中
止
決
定
、今
年
の
開
催
決
定
と
、

誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
中
、
今
の

状
況
に
合
っ
た
祭
典
を
模
索
し
、
開
催

に
向
け
て
動
き
出
し
た
中
で
は
、
寄
付

の
減
少
、
作
業
の
担
い
手
不
足
、
子
ど

も
の
減
少
、
本
番
に
参
加
す
る
人
数
の

確
認
、
日
々
の
感
染
対
策
等
々
、
様
々

な
問
題
に
対
応
し
て
い
る
各
町
内
の
若

者
会
も
難
儀
し
た
事
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
町
内
の
太
鼓
指
導
の
他
、
保

存
育
成
部
・
町
踊
り
保
存
会
に
籍
を
置

い
て
い
ま
す
。
中
止
の
二
年
間
は
、
本

番
を
迎
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
練

習
の
熱
量
も
若
干
下
が
り
、
張
り
合
い

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
踊
り
・
楽
器

共
に
、
芸
事
を
習
得
す
る
た
め
に
は
地

道
な
稽
古
が
必
要
で
す
。
技
術
を
劣
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
稽
古
し
て
き
た
二
年

が
過
ぎ
、
今
年
、
熱
望
し
て
い
た
開
催

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
り
太
鼓
練
習
が
始
ま
る

と
、
子
ど
も
達
に
笑
顔
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
太
鼓
の
バ
チ
を
離
そ
う
と
し

な
い
幼
児
。
太
鼓
を
揃
え
て
打
つ
た
め

に
相
談
し
て
い
る
学
生
達
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
確
認
し
動
き
回
っ
て
い
る
若

者
会
。
そ
し
て
、
本
番
。
二
年
ぶ
り
の

再
会
で
成
長
し
た
子
ど
も
会
を
見
て
驚

く
若
者
達
、
祭
り
の
最
後
で
誰
よ
り
も

楽
し
く
太
鼓
を
叩
く
大
人
達
。
祭
り
で

見
て
い
た
光
景
が
戻
っ
た
の
で
す
。
夏

の
二
日
間
、
花
輪
の
町
は
囃
子
の
音
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
祭
典
に
参
加
で
き
た

喜
び
と
、
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
事
へ
の

感
謝
を
感
じ
た
夏
で
し
た
。

　

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
た
九

月
三
十
日
（
金
）、
大
館
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
第
十
回
記
念
同
窓
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、

十
回
記
念
と
し
て
、
同
窓
会
員
か
ら
推

薦
さ
れ
た
同
窓
会
員
以
外
の
方
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
全
部
で

十
一
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。結
果
は
、

優
勝
和
田
弘
子
、
準
優
勝
井
上
高
廣
、

三
位
和
田
祐
二
で
し
た
。
そ
の
後
懇
親

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
閉
校
の

年
と
な
り
ま
す
の
で
、
記
念
大
会
と
し

て
盛
大
に
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局��

会員の声

３
年
ぶ
り
の

　
　
　
　

花
輪
祭
り

第
十
回
記
念
同
窓
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

7/27（水）全国大会に参加する実業部に激励金を贈呈


